
第４表

対象額

適用区分 （注）１の算定式により算出された率と

する。ただし、変数値は下記による。

工種区分

（注）１ 現場管理費率（Jo）の算定式

Jo＝Ａ×Ｎｐ
ｂ
　（小数点以下第３位を四捨五入し、２位止めとする。）

ただし、Ｊｏ　：　現場管理費率（％）

Ｎｐ：　純工事費（円）

Ａ・ｂ：　変数値

２ 基礎地盤から堤頂までの高さが20ｍ以上の治山ダムは、治山・地すべり工事に２％加算するもの

とする。

３ 保安林管理道路等に関する工事は林道関係事業に準じるものとする。

(ｳ)　現場管理費率の補正

ａ　施工時期、工事期間等を考慮した現場管理費率の補正

施工時期、工事期間等を考慮して、表６－８工種別現場管理費率を2.0％の範囲内で加算するこ

とができるものとする。

ただし、次の「積雪寒冷地域で施工時期が冬期となる場合」と「緊急工事の場合」を合わせて適用

する場合の補正値の上限は、2.0%とする。

(a) 施工時期が冬期となる場合

ⅰ　冬期対象期間を１１月１日から３月３１日までとし、この期間にまたがる工期にあっては、ⅲによ

り補正する。

ⅱ　工場製作工事及び冬期条件下で施工することが前提となっている除排雪工事等は適用しな

い。

ⅲ　現場管理費の補正率は、次によるものとする。

補正率 （％） ＝冬期率×補正係数（積雪寒冷地域）

ただし、工期については、実際に工事を施工するために要する 実工事期間通常工期（準備

期間と後片付け期間を含む。）とする。

（注） １ 冬期率は小数以下３位を四捨五入して２位止めとする。

２ 補正率は小数点以下3位を四捨五入して２位止めとする。

３ 補正係数（積雪寒冷地域）は別表－１による。

４ 施工地域が２つ以上となる場合には、補正係数の大きい方を適用する。

５ 通常工期とは端数を切上げた10日刻み等、調整後の工期とする。

44.97 220.0 -0.0985 26.69

冬期率＝
（11月1日～3月31日）までの工事期間

通　常　工　期

ト ン ネ ル 工 事

20 億 円 を

以 下 超えるもの

1000 万 円

下記の率
とする（％）

Ａ Ｂ

1000万円を超え20億円以下

下記の率
とする（％）
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